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1．組織の概要

延べ床面積 ２５６．１４㎡

事業内容

工事等の件数 　２７９件（２０１９年度）

環境管理責任者氏名
及び連絡先

　久保一樹

連絡先

087-861-5470

087-861-7987

tatibana@beach.ocn.ne.jp

http//www.tachibanakk.jp

事業所概要

５９７．５５㎡

　株式会社　橘一吉工務店

事業年度 　７月～６月

本社 資材倉庫

従業員 １１名 無人

事業の規模

創業 　１９４６年２月１日

資本金 　２０００万円

売上高 　４４７百万円（２０１９年度）

　代表取締役　橘　伸太郎

所在地
　香川県高松市花園町２丁目２番５号

　香川県高松市川島東町４８２

事業所名

代表者名

mailto:tatibana@beach.ocn.ne.jp
mailto:tatibana@beach.ocn.ne.jp
mailto:tatibana@beach.ocn.ne.jp
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　株式会社　橘一吉工務店

　香川県高松市花園町２丁目２番５号

　２０１３年１１月１８日

　２０１９年１１月１８日

　本社

　資材倉庫

　建築工事業

　土木工事業

　不動産業

　２０１９年７月～２０２０年６月

　２０２０年８月

　２０２１年８月予定

登録事業所

事業活動

次回レポート発行日

認証・登録の対象範囲

２．認証・登録の対象範囲及びレポートの対象期間及び発行日

対象期間

発行日

レポートの対象期間及び発行日

認証・登録

認証・登録番号 　０００９７３８

認証・登録事業者

認証・登録日

更新・登録日



株式会社橘一吉工務店は、皆様の良きパートナーとして、

思いやりの心と技術を通じて、地域社会に貢献することを

目指します。

1．電力・燃料に伴う二酸化炭素排出量の削減

２．廃棄物の削減及びリサイクルの推進

３．水使用量の削減

４．環境に配慮した工事の推進

５．地域での環境活動の実施

６．環境関連法規・条例・規則や当社が約束したことを遵守します。

７．環境経営の継続的改善を実施します。

環境経営方針は、全ての従業員及び下請の協力会社様に周知し、

環境経営レポートを広く一般に公開します。

制定日：２０１３年６月１３日

改定日：２０１８年７月１日

株式会社　橘一吉工務店

代表取締役社長　橘伸太郎

３．環境経営方針

株式会社　橘一吉工務店　環境経営方針

基本理念

行動指針



２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度

目標（－１％） 目標（－２％） 目標（－３％）

実施率

100%

＊基準値は、２０１５年度～２０１７年度の３年間平均とした。

＊目標値は、基準値比削減とする。

＊電力のCO2発生量については、四国電力の調整後排出係数０．５３５ｋｇ－CO2（２０１７年度）とした。

＊建設業は原単位が適切であるが、検討の結果今回は実数にて記載。

中期目標

1

単　位 基準値

１－２　ガソリン使用量の削減

ｋｇ－CO2

kWh

L

37,834

30,427

7,385

4 m3 239

530

㎏

1 1

127
会社周辺の道路等の清掃活動
を行う（月１回）

回 12 12

8
清掃ボランティアへの参加（年１
回）

回 1 1

5

6

環境負荷の少ない環境配慮
工法の提案をする

作業所において、騒音・振動を
低減させる

100%

2

４．環境経営目標

目　的

12

2

237 234

3 一般廃棄物量の削減 ㎏ 547 541 536

37,452 37,070

30,119 29,812

7,310 7,236

件 2

100%

3 4

100% 100%

31,387 31,070 30,753

二酸化炭素総排出量の削減

１－１　電力使用量の削減

水使用量の削減

38,217

30,734

242

産業廃棄物の削減

7,460

31,705



２０１９年度

目標（－２％）

実施率

100%

＊基準値は、２０１５年度～２０１７年度の３年間平均とした。

＊目標値は、基準値比削減とする。

＊電力のCO2発生量については、四国電力の調整後排出係数０．５３５ｋｇ－CO2（２０１７年度）とした。

＊建設業は原単位が適切であるが、検討の結果今回は実数にて記載。

12

8
清掃ボランティアへの参加（年１
回）

回 1 1

536

4 水使用量の削減 m3 242 237

環境負荷の少ない環境配慮
工法の提案をする

件 2 3

作業所において、騒音・振動を
低減させる

100% 100%

5

6

7
会社周辺の道路等の清掃活動
を行う（月１回）

回 12

3 一般廃棄物量の削減 ㎏ 547

1

2

目　的 単位 基準値

４．環境経営目標

単年度目標

二酸化炭素総排出量の削減 ｋｇ－CO2 38,217

7,460 7,310

産業廃棄物の削減 ㎏ 31,705 31,070

37,452

１－１　電力使用量の削減 kWh 30,734 30,119

１－２　ガソリン使用量の削減 L



取組期間：２０１９年７月１日～２０２０年６月３０日

目標 実施責任者

①不要な照明の消灯

②エアコンの適正温度の徹底

　（冷房：室温２６度・暖房：室温２０度）

③クールビズ・ウォームビズの推進

①車輌点検の実施（月１回）

②エコ運転の実施

③車輌の燃費確認

①発生現場もしくは他の現場で、

　再利用できる物は再利用する

②ゴミの分別の徹底

③段ボールは古紙回収業者へ

①コピー用紙の毎月の使用量と料金を前年の

　データと併せてグラフ化し、使用場所に掲示する

②両面・集約プリントの推進

③文書の電子化に取り組む

①毎月の使用量と料金を前年のデータと

　併せてグラフ化し、使用場所に掲示する

②節水ポスターの掲示と呼び掛け

③トイレの大・小レバー使い分けの推進

①着工前の事前会議の充実

②工程会議実施の徹底

③コミュニケーションの強化

①会社周辺の道路等の清掃活動を行う（月１回）

②清掃ボランティアへの参加（年１回）

長尾真由美
２％削減

ガソリン使用量の
削減

基準値比
２％削減

久保一樹

５．環境経営計画

具体的実施項目

二酸化
炭素

電力使用量の
削減

基準値比

廃棄物

産業廃棄物の
削減

基準値比
久保一樹

２％削減

一般廃棄物の
削減

基準値比
２％削減

長尾真由美

水使用量 節水
基準値比
２％削減

長尾真由美

地域貢献
活動

地域での
環境活動

長尾真由美

組織本来
の取組

事業活動に
おける環境配慮

近藤雅之

実施率
１００％

実施率
１００％



株式会社　橘一吉工務店　実施体制図

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

長尾　昭広

代表取締役

橘　伸太郎

環境管理責任者

久保　一樹

工事部 支援部
資材倉庫

近藤　雅之 長尾　真由美

現場責任者 従業員

・環境経営目標、環境経営計画書を作成

・環境経営活動の取組結果を代表者に報告

＊建設現場

従業員 下請等の協力会社

役割・責任・権限

代表取締役

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・環境経営方針の策定、見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営目標、環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートを確認し、承認

部
門
長

支援部

・環境管理責任者の補佐

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境経営活動の実績集計

・自部門に関する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・環境関連法規等取りまとめ表の承認

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等取りまとめ表の作成

・環境経営レポートの作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・自部門の特定された緊急事態への対応マニュアル作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

工事部
・自部門に関する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

全従業員
・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的、積極的に環境活動へ参加



・環境経営計画に基づき実施した取組内容

①不要な照明の消灯

②エコ運転の実施 ①コピー用紙の毎月の使用量と料金を前年の

　データと併せてグラフ化し、使用場所に掲示する

［電力使用量の削減］ ［電力使用量の削減］

③クールビズ・ウォームビズの推進

［ガソリン使用量の削減］ ［一般廃棄物の削減］



①会社周辺の道路等の清掃活動を行う（月１回） 　　　・電気・ガソリン・水・産廃・コピー用紙使用量を前年と比較

［事業活動における環境配慮］ ［使用量結果周知］

［水使用量の削減］

①毎月の使用量と料金を前年のデータと併せてグラフ化し、使用場所に掲示する　



作業所での活動

作業所周辺の道路及び借地駐車場の清掃活動を行う



取組期間：２０１９年７月～２０２０年６月

２０１９年度

単位 基準値 目標（－２％）

達成率

100%

実施率 達成率

100% 100%

達成率

100%

達成率

0%

＊基準値は、２０１５年度～２０１７年度の３年間平均とした。＊目標値は、基準値比削減とする。

＊電力のCO2発生量については、四国電力の調整後排出係数０．５３５ｋｇ－CO2（２０１７年度）とした。

＊建設業は原単位が適切であるが、検討の結果今回は実数にて記載。

＊２０１８年６月本社移転の為「電力使用量の削減」「水使用量の削減」について、

　 ２０１９年度・２０２０年度は２０１８年度を基準値とする。

７．環境経営目標の達成状況

1

単年度目標

○：目標達成　　×：目標未達

環境経営目標 実績
削減率／
達成率

評価

二酸化炭素総排出量の削減 ｋｇ－CO2 22,043 21,602

１－１　電力使用量の削減 kWh 10,525 10,314

7
会社周辺の道路等の清掃活動
を行う（月１回）

回 12 12 12

5

2

４２％減

4 水使用量の削減 m3 294 288 95 ６７％減

3 一般廃棄物量の削減 ㎏ 547 536

6
作業所において、騒音・振動を
低減させる

8
清掃ボランティアへの参加（年１
回）

回 1 1

１－２　ガソリン使用量の削減 L 7,460 7,310

産業廃棄物の削減 ㎏ 31,705 31,070

3

100%

○

○

2 3

100% 100%

環境負荷の少ない環境配慮
工法の提案をする

件

312

0 ×

○

○

○

６１％減12,100

○

○

○

○

19,475

9,354

6,237

１０％減

９％減

１５％減



取組期間：２０１８年７月～２０１９年６月

二酸化炭素総排出量の削減

１－１　電力使用量の削減

１－２　ガソリン使用量の削減

７．環境経営目標の達成状況

4 水使用量の削減
６７％減

で目標達
成

・２ヶ月ごと使用量のグラフ化、掲示と社員宿舎住人の退居、事務
所常駐人数の減少により削減され、目標達成となった。

7
会社周辺の道路等の清掃活動
を行う（月１回）

達成率
１００％で
目標達成

・毎月朝礼後に、会社周辺道路等の清掃活動を行った。近隣の
方々と挨拶を交わし、気持ちよく実施できた。

5
環境負荷の少ない環境配慮
工法の提案をする

6
作業所において、騒音・振動を
低減させる

達成率
１００％で
目標達成

達成率
１００％で
目標達成

・新築住宅設計の際、太陽光発電システムの提案を１件行った。
・住宅改修の際、エコキュートシステムの提案を2件行った。

・全作業所において、騒音・振動の低減に努めた。

8
清掃ボランティアへの参加（年１
回）

達成率
０％で

目標未達

環境経営目標
削減率／
達成率

1

１０％減
で目標達

成

９％減で
目標達成

１５％減
で目標達

成

2
６１％減

で目標達
成

3 一般廃棄物量の削減
４２％減

で目標達
成

・毎月コピー用紙使用量のグラフ化、掲示と事務所常駐人数の減
少により削減され、目標達成となった。

コメント

・毎年参加している建築団体の清掃ボランティアが新型コロナウィ
ルスの影響で中止となり、参加できなかった。

・日々の呼び掛けと近隣の現場が多かったこと、事務所内常駐人
数の減少により削減され、目標達成となった。

・日々の呼び掛けと事務所常駐人数の減少により削減され、目標
達成となった。

・近隣の現場が多く、近いときは自転車で行くこともあり、ガソリン
使用量が削減された。

・産業廃棄物発生作業場の減少と再利用、分別の徹底により削
減され、目標達成となった。

産業廃棄物の削減
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取組期間：２０１９年７月１日～２０２０年６月３０日

７～９ 10～12 １～３ ４～６

①不要な照明の消灯 ○ ○ ○ ○ ○

②エアコンの適正温度の徹底

　（冷房：室温２６度・暖房：室温２０度）

③クールビズ・ウォームビズの推進 ○ ○ ○ ○ ○

①車輌点検の実施（月１回） ○ ○ ○ ○ ○

②エコ運転の実施 ○ ○ ○ ○ ○

③車輌の燃費確認 ○ ○ ○ ○ ○

①発生現場もしくは他の現場で、

　再利用できる物は再利用する

②ゴミの分別の徹底 ○ ○ ○ ○ ○

③段ボールは古紙回収業者へ ○ ○ ○ ○ ○

①コピー用紙の毎月の使用量と料金を前年の

　データと併せてグラフ化し、使用場所に掲示する。

②両面・集約プリントの推進 ○ ○ ○ ○ ○

③文書の電子化に取り組む ○ ○ ○ ○ ○

①毎月の使用量と料金を前年のデータと

　併せてグラフ化し、使用場所に掲示する。

②節水ポスターの掲示と呼び掛け ○ ○ ○ ○ ○

③トイレの大・小レバー使い分けの推進 ○ ○ ○ ○ ○

①着工前の事前会議の充実 ○ ○ ○ ○ ○

②工程会議実施の徹底 ○ ○ ○ ○ ○

③コミュニケーションの強化 ○ ○ ○ ○ ○

①会社周辺の道路等の清掃活動を行う（月１回） ○ ○ ○ ○ ○

②清掃ボランティアへの参加（年１回） － － － × ×

△ ×

ガソリン
使用量の

削減
久保

○ ○○

×

久保

○○

地域で環
境活動

長尾真

△：一部できていない

二
酸
化
炭
素

電力
使用量
の削減

長尾真 × △

目的 具体的実施項目

実施
責任
者

評価

2019 2020
総合

８．環境経営計画の実施状況及びその評価結果

地域
貢献
活動

一般
廃棄物
の削減

長尾真

廃
棄
物

産業
廃棄物
の削減

組織
本来
の

取組

水
使
用
量

節水 長尾真

事業活動
における
環境配慮

近藤

○：計画通り実施 ×：できていない

○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○○ ○



①不要な照明の消灯

②エアコンの適正温度の徹底

　（冷房：室温２６度・暖房：室温２０度）

③クールビズ・ウォームビズの推進

①車輌点検の実施（月１回）

②エコ運転の実施

③車輌の燃費確認

①発生現場もしくは他の現場で、

　再利用できる物は再利用する

②ゴミの分別の徹底

③段ボールは古紙回収業者へ

①コピー用紙の毎月の使用量と料金を前年の

　データと併せてグラフ化し、使用場所に掲示する。

②両面・集約プリントの推進

③文書の電子化に取り組む ・エクセルで作成した日誌に打ち込み、ＰＤＦに

①毎月の使用量と料金を前年のデータと

　併せてグラフ化し、使用場所に掲示する。

②節水ポスターの掲示と呼び掛け ・節水ポスターの掲示と節水を呼び掛けている。

③トイレの大・小レバー使い分けの推進 ・トイレにポスターを貼っている。

①着工前の事前会議の充実

②工程会議実施の徹底

③コミュニケーションの強化

①会社周辺の道路等の清掃活動を行う（月１回）

②清掃ボランティアへの参加（年１回） ・建築団体の清掃活動（６月）が新型コロナウイルス

　の影響で中止となり参加できなかった。

※次年度は、コロナの影響で中止になることを考慮し

組織
本来
の

取組

事業活動
における
環境配慮

水
使
用
量

二
酸
化
炭
素

８．環境経営計画の実施状況及びその評価結果

・業者に回収してもらっている。

ガソリン
使用量
の削減

目的 具体的実施項目

・毎月朝礼後に、点検を実施している。

電力
使用量
の削減

地域
貢献
活動

地域での
環境活動

・燃費確認用紙を配布し、各自で燃費確認を

・小工事請求書作成用紙に、①～③に関する

　チェック項目を記載し、記入している。

・毎月、使用量と料金が分かり次第、グラフを作成し

　使用場所に掲示している。

・印刷設定を両面・集約に設定するよう呼びかけた。

　変換し、上司にメール送信している。

　　　　作業所周辺道路の清掃を実施する。

　作成し使用場所に掲示している。

廃
棄
物

産業
廃棄物
の削減

一般
廃棄物
の削減

節水

・毎月朝礼後に、会社周辺道路の清掃活動を実施。

　エコ運転に努めている。

　行った。

評価コメント

・猛暑日、極寒日は、適正温度が守れない時があった。

　※次年度は、気候に合わせた設定温度とする。

・ポスターを掲示した。

・倉庫に保管しておき、必要時に持ち出す。

・２ヶ月ごと、使用量と料金が分かり次第、グラフを

・分別の方法を会議で周知し、再確認している。

・環境省の「エコドライブ１０のすすめ」を配布し、

・人がいない所の照明と休憩時間は、消灯した。



取組期間：２０２０年７月１日～２０２１年６月３０日

２０２０年度

目標（－３％）

実施率

100%

＊基準値は、２０１５年度～２０１７年度の３年間平均とした。

＊目標値は、基準値比削減とする。

＊電力のCO2発生量については、四国電力の調整後排出係数０．５３５ｋｇ－CO2（２０１７年度）とした。

＊２０１８年６月本社移転の為「電力使用量の削減」「水使用量の削減」について、

　 ２０１９年度・２０２０年度は２０１８年度を基準値とする。

100%

45
環境負荷の少ない環境配慮
工法の提案をする

件 2

6
作業所において、騒音・振動を
低減させる

100%

基準値

1

９．次年度環境経営目標

目　的

2

単位

二酸化炭素総排出量の削減 ｋｇ－CO2

１－１　電力使用量の削減 kWh

１－２　ガソリン使用量の削減 L

産業廃棄物の削減 ㎏

22,043

31,705

3 一般廃棄物量の削減 ㎏ 547 530

4 水使用量の削減 m3 294 285

7
会社周辺の道路等の清掃活動
を行う（月１回）

回 12 12

8
清掃ボランティアへの参加（年１
回）

回 1 1

30,753

21,381

10,525

7,460

10,209

7,236



取組期間：２０２０年７月１日～２０２１年６月３０日

目標 実施責任者

①不要な照明の消灯

②エアコンの（気候に合わせた）適正温度の徹底

③クールビズ・ウォームビズの推進

①車輌点検の実施（月１回）

②エコ運転の実施

③車輌の燃費確認

①発生現場もしくは他の現場で、

　再利用できる物は再利用する

②ゴミの分別の徹底

③段ボールは古紙回収業者へ

①コピー用紙の毎月の使用量と料金を前年の

　データと併せてグラフ化し、使用場所に掲示する。

②ミスプリント抑制の呼び掛け

③文書の電子化に取り組む

①毎月の使用量と料金を前年のデータと

　併せてグラフ化し、使用場所に掲示する。

②節水ポスターの掲示と呼び掛け

③トイレの大・小レバー使い分けの推進

①着工前の事前会議の充実

②工程会議実施の徹底

③コミュニケーションの強化

①会社周辺の道路等の清掃活動を行う（月１回）

②作業所周辺道路等の清掃活動を行う（年２回）

長尾真由美

ガソリン使用量の
削減

基準値比
３％削減

久保一樹

基準値比
３％削減

具体的実施項目

二酸化
炭素

電力使用量の削減

１０．次年度環境経営計画

基準値比
３％削減

廃棄物

産業廃棄物の削減 久保一樹

一般廃棄物の削減
基準値比
３％削減

長尾真由美

水使用量 節水
基準値比
３％削減

長尾真由美

地域貢献
活動

地域での貢献活動 長尾真由美

組織本来
の取組

事業活動における
環境配慮

近藤雅之
実施率
１００％

実施率
１００％



１１．環境関連法規制等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　　　　　　　　当社に適用される環境法規制等の遵守をチェックした結果、環境関連法規等への

　　　　　　　　違反はありませんでした。関係当局よりの違反訴訟などの指摘も過去５年間ありま

　　　　　　　　せんでした。

　　　　　　　　今後も定期的に遵守確認を行い、法規制から逸脱することのないように致します。

　　廃棄物処理法

　　建設リサイクル法

　　容器包装リサイクル法

　　オフロード法

　　建築基準法

　　香川県環境基本条例

　　高松市環境基本条例

　　作業所で同意するその他の要求事項

※　環境法規制等順守チェックリストより抜粋

法　　規　　制 遵守確認

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守



１２．代表者による全体の評価と見直し・指示

■　定期見直し　（事業年度終了後）

□　臨時見直し

①環境関連法規等の遵守状況

②問題点の是正及び予防措置の状況

　　問題点はありませんでした。

　環境経営目標に掲げている「清掃ボランティアへの参加」以外は、目標

　達成となり、日々の計画実施の結果が表れている。環境経営計画に

　ついても、「エアコンの適正温度の徹底」と「清掃ボランティアへの参加」

　以外は計画的に実施されており、結果に反映されている。

　

①環境コミュニケーション（内部・外部）

　外部については、１件苦情があり、再発防止策を検討しました。

　内部については、勉強会・改善会議を実施し、意見・情報の交換が

　できています。

②環境関連法規等の動向他

　　特にありません。

　前年度と同様に、前年度の数値との対比を表したグラフを作成、周知して

　いく。来期の取り組み計画を全員で取り組み、その成果が目標達成になる

　よう努めていきます。

変更の必要性　　□有　■無

　同方針にて取り組む。

変更の必要性　　■有　□無

　環境経営目標（中期・単年度）は、一昨年設定した数値で変更しないが、

　次年度環境経営目標の「電力使用量の削減」と「水使用量の削減」に

　ついては、２０１８年度を基準値とする。環境経営計画は、一部変更し、

　昨年と同様に取り組む。

変更の必要性　　□有　■無

　なし

　今後も新型コロナウイルスの影響で、中止になることも考慮し、次年度は

　実施項目を計画する。

　目標未達成の項目に対してそのままにせず、柔軟に対応し、フォロー計画を

　立案、実施していくことが重要である。

　次年度の具体的実施項目については継続的かつマンネリ化を防ぎ、

　社員全員の取り組みが、結果となって表れるようにしていきます。

代
表
者
に
よ
る
見
直
し

変更の必要性の有無・指示事項など

環境方針

環境経営目標・
環境経営計画

その他

総　　括

評価期間 ２０１９年７月～２０２０年６月

評価実施日 ２０２０年８月１日

見
直
し
に
必
要
な
情
報

環境管理責任者の報告及び改善への提案

取組状況の評価結果

　　違反・訴訟はありませんでした。

環境経営目標・
環境経営計画の

達成状況

周囲の変化の状況

環境管理責任者から
改善への提案、コメント


